











 人間福祉学における「プロセス哲学」の意味と可能性 Part Ⅱ 











 Part Ⅱ 第七章　西田哲学とプロセス哲学 ―類似性のなかに福祉学上の方途的存立可能性を探る 
 　　第 1節　西田哲学とホワイトヘッド哲学の相補性 
 　　第 2節　プロセス哲学の福祉学に対する貢献可能性 
 第八章　プロセス哲学の方途的可能性と福祉学上の展開可能性 
 　　第 1節　プロセス哲学の方途的特性 
 　　第 2節　福祉的次元における具体的展開への示唆的考察 
 　　第 3節　「対話的自己」と福祉的プロセスの考察 
 第七章　西田哲学とプロセス哲学
―類似性の中に福祉学上の方途的存立可能性を探る 
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 　そのプロセスは，ブーバー , M. 流の対話的行為による出会い等を通じてのシェーラーの言葉を
用いると「存在参与」として認識可能であり，あるいは，より福祉的な言葉を用いるならば，「寄
り添い」 （27） の連鎖にある人格上の統合性の連続作用として捉えることができる。そこでは「共感共
同」の現実化 （28） という無数の個として統合化された現実的実在同士の作用連鎖が存在し続ける。 
 　しかしここでは，意識の介在を経て対象化される自我と対象化されない人格主体が両極性を保持
しながら矛盾的同一性として関係性を持ちあう場の存在に焦点を当てて考究を進めてゆくことにす














 　次にそこにいう一たる存立体の意味形成の営みを「対話的自己（Dialogical Self）」 （30） と題する自







































































くときに，生活構造上の問題解決的な内容 （35） であり，経済社会上の状況改善的内容 （36） であり，あ
るいは人間における潜在能力の発揮という意味を持つ前方志向性 （37） であるというように，状況変
動のなかに継続基盤のステップアップとしての良化を含む延長体成立の条件的な要件を形成してい
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倫理的志向性を本質的かつ動態的に組み込まざるを得ない必然的法則性が働いていると理解するこ
とができる。 
 　ところで，ハーマンスとケルペン（Hermans, Hubert J. M. ＆ Kempen, Harry J. G）は「自己」
と「対話」が共通する特徴を持つとして二つの特性を指摘しているが，この議論を解題的に進める
ことにより，上記の議論がハーマンスらの基本的考察の脈絡における具体状況と関連を持ち，その







































潜在的な動機的基層の表れである」という理解が示されている （42） 。 
 　このようなバリエーション・システムが，ハーマンスらがいう「I　ポジション」の内部に存在
している。これが他の人との発話における元となり，そこに対話がその影響を受けてなされていく。









て支配性が異なってくる （46） 。 
 　その多様性の元に生じる Iポジション間の対話的運動（dialogical movements）によって発現す
るのが「意味」であるとされるのであるが，ハーマンスらは，それは，「想像上の空間」「ポジショ






























としても総体として）するものである （52） 。 
 　この作用動向と作用条件としての構造は，われわれに福祉支援技術を多種多様にしかも柔軟に駆
使する方途上の示唆を与えてくれる。 











































とにする （54） 。 
 　それらは人における「現実的実在」の営み，すなわち一への道におけるまたその客観視の元に前
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 The Meaning and Possibility of “Process Philosophy” in Human 
Welfare Theory, Part II: The Study of Core Logic in Methodological 
Meaning and Development Possibility in Welfare Theory 
 Nobutada USHIZU 
 Abstract 
 　 Whitehead’s theory includes a theorized part through which we can grasp the approximation 
to the world of “nothing,” as advanced by Nishida.  In particular, we can learn about the submi-
croscopic existence that spreads into Nishida’s world of “fundamental nothing” by scrutinizing 
the intentional existence of man.  We realize that the organic world as such an operational con-
nection is the reality of the “process” propounded by Whitehead.  With such an understanding, 
we can fundamentally show the way toward clear individual existence with the possibility of 
welfare.  Where operational connection exists, continuous meaning formation, i.e., creative work-
ing, is also present.  While making a logical elucidation about such an argument, in the second 
half of part II of this study, we consider and expound the thoughts of H. Hermans and others as 
an example of developing a concrete way of organic operational connection in a welfare dimen-
sion. 
 Key words: organic world, complementarity, continuity, Seinsteilnahme, dialogical self 
